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1 米の 生産調 整で、田で 米の かわりに 大豆や 麦などを 作ることを 何という?

ア品種改 良 イ 転作 ウ 二期作 エ 客土 こたえ 

2 稲かりを おもに 行う 季節は?

ア 真冬 イ 春 ウ 梅雨 エ 秋 こたえ 

3 稲が よく 育つために 必要な 条 件は?

ア 夏の 高い 気温と 豊富な 水 イ 一年中の 雪 ウ 乾いた 空気 エ 冬の 寒さと 少ない 水

こたえ 

4 寒さに 強い 品種を 作るのは なぜ?

ア 米を 高く 売るため だけ イ 水を 減らすため

ウ 寒い 地域でも 米が 取れるように するため エ 田を 減らすため こたえ 

5 もみがらを 取りのぞいた、精米する 前の 米を 何という?

ア玄米 イもち米 ウ 米粉 エ 白米 こたえ 

6 庄内平野で、種もみを まいて 苗づくりを 始めるのは いつごろ?

ア 12月ごろ イ 8月ごろ ウ 10月ごろ エ 4月ごろ こたえ 

7 田を たがやす(田おこし)のに おもに 使う 機械は?

アコンバイン イ 田植え機 ウトラクター エカントリーエレベーター こたえ 

8 「あきたこまち」の 産地として 知られる 県は?

ア 香川県 イ高知県 ウ 沖縄県 エ 秋田県 こたえ 

9 広い 田に、空から 農薬や 肥料を まく ために 使われる 機械は?

アトラクター イコンバイン ウドローン エ 田植え機 こたえ 

10 水田が、生き物に とって 大切なのは なぜ?

ア 虫を 追い出す 場所だから イ 生き物が 近よれないから ウ 一年中 水が ないから

エ 多くの 生き物の すみかに なるから こたえ 
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11 日本人 1人あたりの 米の 消費 量は、昔と 比べて どうなった?

ア 2倍になった イ 増え続けている ウ 減っている エ 変わらない こたえ 

12 同じ 田で、1年に 2回 米を 作ることを 何という?

ア 客土 イ 転作 ウ 二期作 エ 二毛作 こたえ 

13 小さく 入り組んだ 田を、大きな 四角い 田に 整えることを 何という?

ア耕地整理(ほ場 整備) イ地産地消 ウしろかき エ 間伐 こたえ 

14 農家に 技術を 教えたり、農機具や 肥料を あつかったり する 組織は?

ア 気象庁 イ 農業協 同組合(JA) ウ 消 防団 エ 証券取引所 こたえ 

15 米が あまるように なったため、作る量を 調 整して来たことを 何という?

ア 促成栽培 イ 大 量生産 ウ品種改 良 エ 生産調 整 こたえ 

16 夏の 気温が 上がらず、稲が 育ちにくく なる 被害を 何という?

ア 塩害 イ 風害 ウ 冷害 エ 干害 こたえ 

17 春先に、苗を ビニールハウスで 育てるのは なぜ?

ア 虫を たくさん 集められるから イ苗を 早く かれさせられるから

ウ 雨水を たくさん ためられるから エまだ 寒い 時期でも 温かく 育てられるから

こたえ 

18 合鴨に 害 虫や 雑草を 食べさせる、農薬に たよらない 米づくりを 何という?

ア 促成栽培 イ 二期作 ウあいがも農法 エ 客土 こたえ 

19 おもちや 赤飯に 使う、ねばりの 強い 米を 何という?

ア 米粉 イもち米 ウうるち米 エ玄米 こたえ 

20 山形県に ある、米づくりの さかんな 平野は?

ア 大阪平野 イ 濃尾平野 ウ 関東平野 エ 庄内平野 こたえ 
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こたえ　しょう5 しゃかい「米づくりの 盛んな 地域」 その2

1  イ 転作

2  エ 秋

3  ア 夏の 高い 気温と 豊富な 水

4  ウ 寒い 地域でも 米が 取れるように するため

5  ア 玄米

6  エ 4月ごろ

7  ウ トラクター

8  エ 秋田県

9  ウ ドローン

10  エ 多くの 生き物の すみかに なるから

11  ウ 減っている

12  ウ 二期作

13  ア 耕地整理(ほ場整備)

14  イ 農業協同組合(JA)

15  エ 生産調整

16  ウ 冷害

17  エ まだ 寒い 時期でも 温かく 育てられるから

18  ウ あいがも農法

19  イ もち米

20  エ 庄内平野


